
 

 

 

  
 

平荘小学校閉校記念式典を行いました（NO.1） 
 ３月２３日（土）に、平荘小学校閉校記念式典を行いました。私たちの気持ちを察す 
るような雨模様のお天気でしたが、そのような足元の悪い中、ご来賓の皆様や地域の 
皆様が多数平荘小学校にお越しくださいました。大変感謝申しあげます。 
 閉校記念式典は、２部制で、Ⅰ部は閉校式、Ⅱ部は「平荘っ子ミニ発表会」を開催し 
ました。 
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≪学校長式辞≫ 
加古川市立平荘小学校の閉校式に当たり、一言ごあいさつを申しあげます。 
本日、平荘小学校の校旗を学校設置者である教育委員会に返納し、平荘小学校の長い歴史に終止符を打

つことになります。今、万感の思いが駆け巡ります。 
 平荘小学校の歩みを記した学校沿革史をひも解いてみますと、明治五年に学制が公布され、翌明治六年
に、山角村・里村・陰山村（今の磐西）・小畑村にそれぞれ小学校が設けられました。・・・・・ 
そして、平成元年には新校舎増改築が行われ、現在に至っています。 
 この長い歴史と伝統が深く刻まれた温かくぬくもりのある平荘小学校は、地域の学校として愛され、支
えられてきました。地域の方々・子どもたち・そして、私たち教職員にとって、大切な学校であり、自慢
の学校であります。 

今年度創立１３１年目を迎えた平荘小学校が、長らく目指してきたことは、代々続く学校教育目標にあ
ります。『自ら学び続ける 心豊かな 平荘っ子の育成 ～人間尊重の教育を基盤にすえて～』です。特
に、この人間尊重の教育に、代々力を入れてきました。・・・・・・・・ 

子どもたちには、常に、『自分がされて嫌なことは人にはしません。』を合言葉に、自分も周りの人も大
切にして生活するように働きかけてきました。 

平荘小学校は、『狂言の学校』としても特色を出してきました。２３年間続けてきた平荘狂言は、子ど
もたちのみならず、平荘小学校に関わる皆様が大切にし、次の代へと繋いでくださったからこそ、現在の
平荘狂言があります。平荘狂言を愛し、支えてくださった全ての皆様に、心から感謝申しあげます。                                  
（続） 
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子どもたちは、日本の伝統芸能を体験しながら、人として大切なことを学ぶことができました。今
年度のキーワードは、世阿弥の『離見の見』（離れたところから、自分を見る。もう一人の自分が自
分を見ているという視点をもつということ）と『見えないところに本質がある。見えないところを見
る・考える視点をもつ』ということでした。子どもたちは、狂言学習を通して、教科書だけでは学ぶ
ことができない、人として大切な事を学び、貴重な経験をすることができました。 

このように、子どもたちが健やかに育つことができますのは、地域の皆様をはじめ保護者の皆
様、平荘小学校に関わる全ての皆様の温かいご理解とご支援があってのことと、深く感謝申しあげ
ます。 

皆様、前に掲げてある校章をご覧ください。 
平荘小学校の校章は、平荘町にある学校を真ん中に据え、その学校を１３の町内会（１３のいなほ）

が取り囲んで支えている図案になっています。 
 また、平荘小学校の校歌は、平荘町の豊かな自然環境の下、強い心と体を鍛え、目標や夢に向かっ
て学び続け、理想郷を作ってほしいという地域の方々の願いが込められています。 
 平荘小学校の子どもたちは、この平荘小学校の校章や校歌が大好きです。 

 
子どもたちは、地域の方々から、『子どもたちは、地域のたからものです』と言われるたび、自分

は大切な存在なのだと喜びを感じ、一層頑張るエネルギーをいただいてきました。そして、安心して
学校生活を送ることができました。 

最後になりましたが、学校・家庭・地域が一丸となって、子どもたちの健全育成に努められたこと
や、子どもたちを取り巻く温かい環境が充実していることにより、安心して学校運営を行うことがで
きました。 

長年にわたり、平荘小学校の教育活動に対し、格別のご支援とご尽力を賜りました地域の皆様をは
じめ、関係機関、団体の皆様に心からお礼申しあげます。 
 
 そして、過去から現在に至るまで、本校で勤務された教職員の皆様には、「よく考える子」「たくま
しい子」「思いやりのある子」を平荘小学校の目指す児童像として、特色ある平荘小学校の教育を強
力に推進していただきましたこと、ここに最大限の労いと敬意を表します。 
  

平荘っ子の皆さん、四月に開校する両荘みらい学園でも、ふるさとの良さと自分たちの良さを誇り
に、平荘小学校で身に付けた力を十分に発揮しながら、大いに活躍することと信じています。 
 
 終わりになりましたが、平荘小学校の長き歩みに関わって来られた全ての方々に深く感謝申しあげ
るとともに、両荘地区のますますのご発展をお祈りいたします。 
 

 

平荘っ子は、５・６年生が代
表で、Ⅰ部の式典に参列しま
した。１～４年生は、教室で
Ⅱ部の「平荘っ子ミニ発表
会」に向けて準備を進めてい
ました。 

 加古川市長様、加古川市教育長様、元加古川
市教育長様、市会議員様、歴代校長先生が、来
賓としてご臨席くださいました。 
 地域の皆様もたくさんお越しくださいまし
た。ありがとうございました。 


